
○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長通知）一部改正新旧対照表 
   

改   正   後 現       行 

別 紙 

 

土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について 

 

第１章 ［略］ 

 

第２章 用排水ポンプ設備 

 

第１ ［略］ 

 

第２  直接製作費 

 

１ 材料費 ［略］ 

 

２ 塗装費 

１）  塗装費に含まれる塗装仕様は表―2・2・7～11 を標準とする。天井クレーンの塗装仕様はメーカー標準と

し、機器単体品費に含む。 

なお、工場塗装における材料費は製作補助材料費に、労務費はポンプ標準製作工数に含んでいる。 

また、現場塗装における材料費は据付補助材料費に、労務費はポンプ設備標準据付工数に含んでいる。 

 

表－2・2・7 ポンプ及び吸吐出管の屋内露出部 

塗装系 
施工 

場所 
工程 塗料名 

標準膜厚 

(μｍ) 

参考塗布量 

(g/m2) 

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲ

ﾝﾄ 

＋ 

フタル酸樹脂系 

工場 
一次ﾌﾟﾗｲﾏｰ 長ばく形ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ 15 140 

第一層目(下塗) 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲﾝﾄ 35 170 

現場 
第二層目(中塗) 長油性フタル酸樹脂塗料中塗 30 160 

第三層目(上塗) 長油性フタル酸樹脂塗料上塗 25 140 

合計   105  

素地調整：1種ケレン 

 

 

 

 

 

別 紙 

 

土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について 

 

第１章 ［略］ 

 

第２章 用排水ポンプ設備 

 

第１ ［略］ 

 

第２  直接製作費 

 

１ 材料費 ［略］ 

 

２ 塗装費 

１） 塗装費に含まれる塗装仕様は表―2・2・7～10を標準とする。 

 

        なお、工場塗装における材料費は製作補助材料費に、労務費はポンプ標準製作工数に含んでいる。 

また、現場塗装における材料費は据付補助材料費に、労務費はポンプ設備標準据付工数に 含んでいる。 

 

表－2・2・7 ポンプ及び吸吐出管の屋内露出部 

施工場所 塗装の種類 工 程 塗 料 等 標準膜厚 
塗布量 

(kg/100㎡) 
希釈剤(kg) 

工 場 

フタル酸系 

素地調整 1種ケレン    

第 1層 鉛・クロムフリー錆止ペイント 35μm (15kg) 

 

（0.75） 

第 2層 
合成樹脂調合ペイント 

2種(中塗用) 
30μm 

(14kg) 

(エアレス) 
（0.70） 

現 場 第 3層 
合成樹脂調合ペイント 

2種(上塗用) 
25μm 

(12kg) 

(刷毛) 
（0.60） 

※塗布量、希釈剤は参考値である。 

 

 

 

 

 

（下線部は改正部分） 

 



○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長構造改善通知）一部改正新旧対照表旧対照表 
 

改   正   後 現       行 

表－2・2・8 ポンプ及び吸吐出管の接水部 

塗装系 
施工 

場所 
工程 塗料名 

標準膜厚 

(μｍ) 

参考塗布量 

(g/m2) 

エポキシ樹脂系 
工場 

一次ﾌﾟﾗｲﾏｰ 有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 15 200 

第一層目(下塗) エポキシ樹脂塗料 100 500 

第二層目(中塗) エポキシ樹脂塗料 40 220 

第三層目(上塗) エポキシ樹脂塗料 40 200 

合計   195  

素地調整：1種ケレン 

 

表－2・2・9 場内小配管 

塗装系 
施工 

場所 
工程 塗料名 

標準膜厚 

(μｍ) 

参考塗布量 

(g/m2) 

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲ

ﾝﾄ 

＋ 

フタル酸樹脂系 

工場 
一次ﾌﾟﾗｲﾏｰ 長ばく形ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ 15 140 

第一層目(下塗) 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲﾝﾄ 35 170 

現場 第二層目(上塗) 長油性フタル酸樹脂塗料中塗 25 140 

合計   75  

素地調整：SGP 4種ケレン 

     FCD 1種ケレン 

 

表－2・2・10 ポンプ及び吸吐出管の屋外露出部 

塗装系 
施工 

場所 
工程 塗料名 

標準膜厚 

(μｍ) 

参考塗布量 

(g/m2) 

エポキシ樹脂系 

＋ 

ポリウレタン樹脂系 

工場 

一次ﾌﾟﾗｲﾏｰ 有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 15 200 

第一層目(下塗) 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗塗料 80 400 

第二層目(下塗) 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗塗料 80 400 

第三層目(中塗) 弱溶剤形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料用中塗 40 220 

第四層目(上塗) 弱溶剤形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料上塗 30 170 

合計   245  

素地調整：1種ケレン 

 

表－2・2・11 地中埋設部 

塗装系 
施工 

場所 
工程 塗料名 

標準膜厚 

(μｍ) 

参考塗布量 

(g/m2) 

エポキシ樹脂系 工場 

一次ﾌﾟﾗｲﾏｰ 有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 15 200 

第一層目(下塗) エポキシ樹脂塗料 100 500 

第二層目(中塗) エポキシ樹脂塗料 40 220 

表－2・2・8 ポンプ及び吸吐出管の接水部 

施工場所 塗装の種類 工 程 塗 料 等 標準膜厚 
塗布量 

(kg/100㎡) 
希釈剤(kg) 

工 場 エポキシ系 

素地調整 1種ケレン    

第 1層 液状エポキシ樹脂塗料 80μm 
(23kg) 

(エアレス) 
（1.15） 

第 2層 液状エポキシ樹脂塗料 80μm 
(23kg) 

(エアレス) 
（1.15） 

※塗布量、希釈剤は参考値である。 

 

表－2・2・9 場内小配管 

施工場所 塗装の種類 工 程 塗 料 等 標準膜厚 
塗布量 

(kg/100㎡) 
希釈剤(kg) 

現 場 フタル酸系 

素地調整 3種ケレン    

第 1層 鉛・クロムフリー錆止ペイント 35μm 
(13kg) 

(刷毛) 
（0.65） 

第 2層 
合成樹脂調合ペイント 

2種(上塗用) 
25μm 

(12kg) 

(刷毛) 
（0.60） 

※塗布量、希釈剤は参考値である。 

 

 

［新設］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［新設］ 

 

 

 

 

（下線部は改正部分） 

 



○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長構造改善通知）一部改正新旧対照表旧対照表 
 

改   正   後 現       行 

第三層目(上塗) エポキシ樹脂塗料 40 200 

合計   195  

素地調整：1種ケレン 

 

［削る。］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３・第４ ［略］ 

 

第３章～第６章 ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－2・2・10 天井クレーン 

施工場所 塗装の種類 工 程 塗 料 等 標準膜厚 
塗布量 

(kg/100㎡) 
希釈剤(kg) 

工 場 フタル酸系 

素地調整 1種ケレン    

第 1層 鉛・クロムフリー錆止ペイント 35μm 
(13kg) 

(刷毛) 
（0.75） 

第 2層 
合成樹脂調合ペイント 

2種(上塗用) 
25μm 

(12kg) 

(刷毛) 
（0.70） 

※塗布量、希釈剤は参考値である。 

 

第３・第４ ［略］ 

 

第３章～第６章 ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（下線部は改正部分） 

 



○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長構造改善通知）一部改正新旧対照表旧対照表 
 

改   正   後 現       行 

第７章 塗 装   

 

第１ ［略］ 

 

第２ 標準塗装仕様 

 

１ 水門扉等の標準塗装仕様 

 

１－１ 水門扉等の標準塗装仕様 

水門扉等の標準塗装仕様及び歩掛は表－7・2・1 による。 
 

表－7・2・1 塗装仕様 （100ｍ2当り） 

塗

装 

系

記 

号 

施

工 

場

所 

工   程 塗     料 
塗装回 

数(回) 

標準 

膜厚 

(μm 

/層) 

標準使用量 

(kg/100ｍ2/層) 
塗膜間隔 

(20℃) 

最短～最長 

(日) 

 

備  考 
工  数（人） 

はけ 

･ﾛｰﾗ 
エアレス 

はけ 

･ﾛｰﾗ 

エアレ

ス 

A 

エ 

ポ 

キ 

シ 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や一

般環境の乾

湿交番部に

用いる。 

 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

 

プライマー処

理 

有機又は無機ジ

ンクリッチプラ

イマー 

［1］ ［15］ ［15］ ［20］ 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40) 

2.下塗り(1) 

エポキシ樹脂塗料下

塗り 

（水中部用） 

１ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

エポキシ樹脂塗料下

塗り 

（水中部用） 

１ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
エポキシ樹脂塗料中

塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
エポキシ樹脂塗料上

塗り 
１ 40 （17） 20 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  ４ 280      

B 

 

厚 

膜 

エ 

ポ 

キ 

シ 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や汚

染水・波浪の

大きい環境

で、長期耐久

性を期待す

る場合等で

適用する。 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

 

 

 

 

 

 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

2.下塗り(1) 

厚膜形有機又は無

機ジンクリッチペ

イント 

１ 75 （50） 65 2～180 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.ミストコー

ト 

エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） 
１ － （12） 16 2 以内 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

4.下塗り(2) 
エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） １ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

5.下塗り(3) 
エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） １ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

6.中塗り 
エポキシ樹脂塗料中

塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

7.上塗り 
エポキシ樹脂塗料上

塗り 
１ 40 （17） 20 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

         

計  6 355      

第７章 塗 装   

 

第１ ［略］ 

 

第２ 標準塗装仕様 

 

１ 水門扉等の標準塗装仕様 

 

１－１ 水門扉等の標準塗装仕様 

水門扉等の標準塗装仕様及び歩掛は表－7・2・1 による。 
 

表－7・2・1 塗装仕様 （100ｍ2当り） 

塗

装 

系

記 

号 

施

工 

場

所 

工   程 塗     料 
塗装回 

数(回) 

標準 

膜厚 

(μm 

/層) 

標準使用量 

(kg/100ｍ2/層) 
塗膜間隔 

(20℃) 

最短～最長 

(日) 

 

備  考 
工  数（人） 

はけ 

･ﾛｰﾗ 
エアレス 

はけ 

･ﾛｰﾗ 

エアレ

ス 

A 

エ 

ポ 

キ 

シ 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や一

般環境の乾

湿交番部に

用いる。 

 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

 

［1］ ［15］ ［15］ ［20］ 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40) 

2.下塗り(1) 

エポキシ樹脂塗料下

塗り 

（水中部用） 

１ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

エポキシ樹脂塗料下

塗り 

（水中部用） 

１ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
エポキシ樹脂塗料中

塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
エポキシ樹脂塗料上

塗り 
１ 40 （17） 20 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  ４ 280      

B 

 

厚 

膜 

エ 

ポ 

キ 

シ 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や汚

染水・波浪の

大きい環境

で、長期耐久

性を期待す

る場合等で

適用する。 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

2.下塗り(1) 

厚膜形エポキシジ

ンクリッチペイン

ト 

 

１ 75 （50） 65 2～180 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.ミストコー

ト 

エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） 
１ － （12） 16 2 以内 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

4.下塗り(2) 
エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） １ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

5.下塗り(3) 
エポキシ樹脂塗料下

塗り（水中部用） １ 100 （38） 50 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

6.中塗り 
エポキシ樹脂塗料中

塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

7.上塗り 
エポキシ樹脂塗料上

塗り 
１ 40 （17） 20 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

         

計  6 355      

（下線部は改正部分） 

 



○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長構造改善通知）一部改正新旧対照表旧対照表 
 

改   正   後 現       行 

C 

エ

ポ 

キ

シ 

・ 

ポ 

リ

ウ 

レ

タ 

ン

樹 

脂

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 大気部や美観

を要求され

る 

場所に適用

す 

る。 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

有機又は無機ジ

ンクリッチプラ

イマー 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 

ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

プライマー処

理 

有機ジンクリッ

チプライマー 

 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40） (1.40） 

2.下塗り(1) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 

弱溶剤形ポリウレ

タン樹脂塗料中塗

り 

１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 

弱溶剤形ポリウレ

タン樹脂塗料上塗

り 

１ 30 （14） 17 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 230      

       

塗

装 

系

記 

号 

施

工 

場

所 

工   程 塗     料 
塗装回 

数(回) 

標準 

膜厚 

(μm 

/層) 

標準使用量 

(kg/100ｍ2/層) 
塗膜間隔 

(20℃) 

最短～最長 

(日) 

 

備  考 
工  数（人） 

はけ 

･ﾛｰﾗ 
エアレス 

はけ 

･ﾛｰﾗ 

エアレ

ス 

D 

エ 

ポ 

キ 

シ 

・ 

ふ 

っ 

素 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 大気部や汚染

水・波浪の大

きい環境で、

長期耐久性を

期 待 す る 場

合、また美観

を要求される

場所等に適用

する 

 

( )は塗替時

に現場で行う

場合に適用す

る。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

有 機 又 は 無 機 ジ

ン ク リ ッ チ プ ラ

イマー 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 

ISO Sa2 1/2 （１種ケレン）  － － 

プライマー処

理 

有 機 ジ ン ク リ ッ

チプライマー 

 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40） 

2.下塗り(1) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
弱溶剤形ふっ素樹脂

塗料中塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
弱溶剤形ふっ素樹脂

塗料上塗り 
１ 30 （14） 17 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 230      

E 

変

性

エ

ポ

キ

シ

樹

脂

系 

 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 

水中部や湿潤

部において、部

材が比較的平

滑で塗り易い

場合に適用す

る。 

なお、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷ

ｼ塗装の代替塗

料として使用

する場所等に

適用 
(  )は塗替時に

現場で行う場合

に適用する。 

［ ］数値は膜厚

には含まない。 

プライマー処

理 

有機又は無機ジ

ンクリッチプラ

イマー 

 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン）  

－ － 

プライマー処

理 

有機ジンクリッ

チプライマー 
[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40) 

2.下塗り（1） 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 1～7 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り（2） 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 1～7 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.上塗り 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 － 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

計  3 300      

C 

エ

ポ 

キ

シ 

・ 

ポ 

リ

ウ 

レ

タ 

ン

樹 

脂

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 大気部や美観

を要求され

る 

場所に適用

す 

る。 

 

(  )は塗替

時に現場で

行う場合に

適用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 

ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40） (1.40） 

2.下塗り(1) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 

弱溶剤形ポリウレ

タン樹脂塗料中塗

り 

１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 

弱溶剤形ポリウレ

タン樹脂塗料上塗

り 

１ 30 （14） 17 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 230      

       

塗

装 

系

記 

号 

施

工 

場

所 

工   程 塗     料 
塗装回 

数(回) 

標準 

膜厚 

(μm 

/層) 

標準使用量 

(kg/100ｍ2/層) 
塗膜間隔 

(20℃) 

最短～最長 

(日) 

 

備  考 
工  数（人） 

はけ 

･ﾛｰﾗ 
エアレス 

はけ 

･ﾛｰﾗ 

エアレ

ス 

D 

エ 

ポ 

キ 

シ 

・ 

ふ 

っ 

素 

樹 

脂 

系 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 大気部や汚染

水・波浪の大

きい環境で、

長期耐久性を

期 待 す る 場

合、また美観

を要求される

場所等に適用

する 

 

( )は塗替時

に現場で行う

場合に適用す

る。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

エ ポ キ シ ジ ン ク

リ ッ チ プ ラ イ マ

ー 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 

ISO Sa2 1/2 （１種ケレン）  － － 

プライマー処

理 

エ ポ キ シ ジ ン ク

リ ッ チ プ ラ イ マ

ー 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40） 

2.下塗り(1) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 

弱溶剤形変性エポ

キシ樹脂塗料下塗

り（大気部用） 

１ 80 （31） 40 1～7 
4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
弱溶剤形ふっ素樹脂

塗料中塗り 
１ 40 （18） 22 1～7 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
弱溶剤形ふっ素樹脂

塗料上塗り 
１ 30 （14） 17 － 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 230      

E 

変

性

エ

ポ

キ

シ

樹

脂

系 

 

工 

 

場 

・ 

現 

 

場 

 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 

水中部や湿潤

部において、部

材が比較的平

滑で塗り易い

場合に適用す

る。 

なお、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷ

ｼ塗装の代替塗

料として使用

する場所等に

適用 
(  )は塗替時に

現場で行う場合

に適用する。 

［ ］数値は膜厚

には含まない。 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[1] [15] [15] [20] 2～180 1.40 1.40 

(現場素地調

整) 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン）  

－ － 

プライマー処

理 

エポキシジンク

リッチプライマ

ー 

[（1）] [（15）] [（15）] [（20）] （2～180） (1.40) (1.40) 

2.下塗り（1） 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 1～7 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り（2） 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 1～7 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

4.上塗り 
変性エポキシ樹脂

塗料（水中部用） 
１ 100 （40） 50 － 

4.20 

(5.60) 

1.40 

(1.40) 

計  3 300      

（下線部は改正部分） 

 



○土地改良事業等請負工事積算基準（施設機械）等の運用について（平成 14年３月 27日付け 13農振第 3636号農村振興局整備部長構造改善通知）一部改正新旧対照表旧対照表 
 

 
 

改   正   後 現       行 

G 

フ 

タ 

ル 

酸 

樹 

脂 

系 
 

工 

 

 

場 

・ 

現 

 

場 

 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 

大気部や一般

環境に適用す

る。 

 

( )は塗替時

に現場で行う

場合に適用す

る。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

長曝形エッチン

グプライマー 
[1] [15] [11] [14] 1～90 1.40 1.40 

（現場素地調

整） 
ISO St3 （2種ケレン） 

－ － 

2.下塗り(1) 
鉛・クロムフリー錆

止め塗料 
１ 35 （14） 18 1～90 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 
鉛・クロムフリー錆

止め塗料 
１ 35 （14） 18 1～180 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
環境対応型長油性ﾌ

タル酸樹脂塗料中塗

り 

１ 30 （12） 16 1～30 
2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
環境対応型長油性ﾌ

タル酸樹脂塗料上塗

り 

１ 25 （11） 14 － 
2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 125      

Ｉ
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
（
ガ
ラ
ス
フ
レ
ー
ク
） 

工 
 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や衝

撃、摩耗の激

しい個所に適

用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

エ ポ キ シ ジ ン ク

リ ッ チ プ ラ イ マ

ー 

[1] [15] [15] [20] 3～180 1.40 1.40 

2.下塗り 
エポキシ樹脂系ガ

ラスフレーク塗料 
１ 300 － 84 1～3 － 1.40 

3.上塗り 
エポキシ樹脂系ガ

ラスフレーク塗料 
１ 300 － 84 － － 1.40 

計  2 600      

（注）1．～6. ［略］  

7.   厚膜エポキシ樹脂系塗装において、下塗り（１）に有機ジンクリッチペイントを使用する場合、ミストコートは省略

する。 

 

１－２～１－４［略］ 

 

２・３ ［略］ 

 

第８章 ［略］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G 

フ 

タ 

ル 

酸 

樹 

脂 

系 
 

工 

 

 

場 

・ 

現 

 

場 

 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） 

－ － 

大気部や一般

環境に適用す

る。 

 

( )は塗替時

に現場で行う

場合に適用す

る。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

長曝形エッチン

グプライマー 
[1] [15] [11] [14] 1～90 1.40 1.40 

（現場素地調

整） 
ISO St3 （2種ケレン） 

－ － 

2.下塗り(1) 
鉛・クロムフリー錆

止め塗料 
１ 35 （14） 18 1～90 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

3.下塗り(2) 
鉛・クロムフリー錆

止め塗料 
１ 35 （14） 18 1～180 

2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

4.中塗り 
環境対応型長油性ﾌ

タル酸樹脂塗料中塗

り 

１ 30 （12） 16 1～30 
2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

5.上塗り 
環境対応型長油性ﾌ

タル酸樹脂塗料上塗

り 

１ 25 （11） 14 － 
2.10 

(2.80) 

1.40 

(1.40) 

計  4 125      

Ｉ
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
（
ガ
ラ
ス
フ
レ
ー
ク
） 

工 
 

場 

1.工場素地調

整 
ISO Sa2 1/2 （１種ケレン） － － 

水中部や衝

撃、摩耗の激

しい個所に適

用する。 

 

［ ］数値は膜

厚には含まな

い。 

プライマー処

理 

エ ポ キ シ ジ ン ク

リ ッ チ プ ラ イ マ

ー 

[1] [15] [15] [20] 3～180 1.40 1.40 

2.下塗り 
エポキシ樹脂系ガ

ラスフレーク塗料 
１ 300 － 84 1～3 － 1.40 

3.上塗り 
エポキシ樹脂系ガ

ラスフレーク塗料 
１ 300 － 84 － － 1.40 

計  2 600      

（注）1．～6.  

［新設］ 

 

１－２～１－４ ［略］ 

 

２・３ ［略］ 

 

第８章 ［略］  

 

（下線部は改正部分） 
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